


 

九州国立博物館：水中考古学フォーラム 『世界の水中遺跡を考える』 

平成 28 年 8 月 27 日(土)   

  

司会・通訳 木村 淳（東海大学海洋学部特任講師） 佐々木 蘭貞（九州国立博物館研究員） 

講演者紹介 

 

 

 

水中遺跡保護についての世界的な最新情報が発信される数少ない機会になりますので、多くの方の参加をお待ち

しております。水中遺跡の保護に興味を持っていただけるよう、一般向けの内容となっております。 

Martijn Manders  (マータイン・マンダース) 

オランダ文化遺産庁海事考古学局長。国内の水中史

跡の管理や国外のオランダ関連水中文化遺産など

の調査を行っている。海事考古学局は世界各地で水

中考古学分野の人材育成のプログラムも実施して

いる。ユネスコの水中文化遺産の調査・研究ワーク

ショップなどの講師を務めるほか、ライデン大学で

水中・海事考古学を教える。 

 

 

 

Martijn coordinates and gives maritime training 

for the UNESCO. 

 

Specialities: Underwater Cultural Heritage 

Management, In situ Preservation, Shared 

Maritime 

 

Heritage Research and Management. 

Bill Jeffery (ビル・ジェフリー) 

グアム大学人類学部准教授。水中考古学に 35 年以

上携わり、南オーストラリア州の水中文化遺産の保

護体制の確立に貢献。スリランカ政府やアフリカ政

府と協力し水中文化遺産の保護体制の整備に努め

てきた。近年では太平洋諸国の水中文化遺産や戦争

遺跡の調査を実施している。また香港の大学と連携

して水中遺跡の調査の指導をおこなっている。 

 

Andrew Viduka (アンドリュー・ヴィドゥーカ) 

オーストラリア環境庁海事遺産局長補佐。国内海事

文化遺産の調査・研究プロジェクトの実施や、沈没

船遺跡のデータベースの管理業務に従事。オースト

ラリア国外で水中遺跡調査の経験があり、オースト

ラリア・イコモスの水中文化遺産メンバーを務め

る。また、非営利研究団体も自ら設立し、水中文化

遺産保護の重要性を訴える活動をおこなっている。 


